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はじめに

をきっかけに，地震予知研究計画がスター卜した. この計
画に基づき，昭和 42年度に北信微小地震 ・地殻変動観測
所( 以下，北信観測所) が設置され，昭和 43 年度には柏崎

微小地震観測所( 以下，柏崎観測所) が設置された.
北信観測所およひや柏崎観測所の観測網が対象としている

信越地域には，新潟県南西部・長野県北部と長野県西部・
岐阜県東部の 2地域が特定観測地域に指定されている. 被
害地震の記録も数多く，活断層や活摺曲も多く分布してい
る. そのため，両観測所の観測網は当初から密接に関連し

図1 . 信越地震観測所の全景.

1996年 4月 20 日受付. 1996年 8月 27 日受理.
* 地震地殻変動観測センター信越地震観測所， ( 東京大学地震
研究所).
*  Shin'etsu Seismological Observatory， Earthquake  O b-
servation Center， (Earthquake Research Institute， Uni-
versity of Tokyo). 
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図 2. 白馬観測点の全景.

⑨亙重D : 大佐渡: ζ亙亘〉実線は有線、点線は無線、数字は伝送速度(Kbps)
¥ J  、仁王宝プ O の観測点は、広帯域地震計の設置点

fli右苗〕ー ¥  紬倉島を除く全点を24ビット化〈蚕u.....一一一一ー、て

信設D 巨百
図 3. データ伝送系統図

展開されてきたが，昭和 48年以降これらを事実上，北信観
測所に統合し運営されてきた.

研究に寄与してきた. 昭和 60年度に，北信・柏崎両観測所
は正式に統廃合し，名称も信越地震観測所として発足，平
成 6 年 6 月に地震研究所の改組に伴L、地震地殻変動観測セ
ンター・信越地震観測所として新たなスタートを切った

その後，能益半島，佐渡ヶ島，粟島を含む日本海東縁部
における観測網の整備を行い，陸海一体の地震活動の観測
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(図 1，2)， 

観測および処理方法の推移

昭和 40年代は， H E S  ( 萩原式電磁地震計) や煤書ドラム
式による記録方式が主流であったが，その後インク書ドラ
ム式，ぺン書記録計，多チャンネル記録計と進化してきた.
また解析についても，ごう時はルーペやスケールを用いまさ
に職人芸とも言える作業を行った. 昭和 56年にミニコン
ビュータが導入され，主にデジタイザーによる読み取りが
行われた. 平成 6年 4月からは，ワークステーションを用
いて自動処理および験測システム (Win System) による
ルーチンデータ処理を開始した.
地震研究所本所と信越地震観測所は， 128 kb/s の専用回

線で結ばれ， L A N 間接続により関東甲信越全体の波形
データが統合され，それぞれの拠点で処理されている.
データ伝送系統を図 3 に示す.

観測点および観測網の概略

昭和 56年のテレメータ計画がスタートするまでは，オ
フラインによる現地収録が主体であった. 記録紙の回収の
ために観測点を回ったり，観測計器の設置場所によっては
観測を委託している方に郵送していただくという方法も
とった.

36 

137 138 139 

図 4. 観測点配置図( 1996年 1月 1 日現荘)

表 1. 観測点一覧表 0996年 l月 1 日現在)

観測点名 コード 緯度(LAT. )  経度(LONG.) 海抜(m) 無線 有線 衛星 広帯域地震計 観測開始日 データ利用

粟島 A W S  382703.1 139 1433.0 250 O  1984 9  可
大佐渡 O S D  38 1432.6 1382440.0 60 O  O  1989 5  可
佐和田 S W D  380307.3 138 1708.4 640 O  1984 9  可
赤玉 A K D  375934.2 1383210.2 60 O  1984 9  可
勧倉島 H G R  375054.5 136 55 17.0 10 O  1989 5  可
深浦 F K A  374907.1 138 13 27.4 160 O  1984 9  可
弥彦 Y H J  37 44 01. 1  138 48 10.9 30 O  O  1978 9  可
輪島 W J M  372104.1 13650 17.4 360 O  1989 5  可
柏崎 K Z K  37 17 42.5 1383056.4 220 O  O  1988 11 可
広神 H R G  37 14 13.6 139 02 10.2 210 O  O  1981 6  可
能生 N U J  37 02 52. 7  138 01 51. 1  270 O  O  1978 10 可
津南 T N N  365632.1 1383540.8 450 O  1987 10 可
白馬 H K B  36 40 45. 1  1374932.9 930 O  1992 12 可
大蜂 O M J  36 40 03.6 1381055.2 506 O  1969 1  可
戸隠 T G A  363933.5 1380505.0 760 O  1986 9  可
保科 H S J  36 お 02.4 1381625.8 490 O  1968 7  可
ムノ、 -c入コi K U J  36 34 17.9 1383807.1 760 O  O  1981 6  可
松川 M T U  36 26 22.4 137 50 21. 1  680 O  1981 6  可
上回 U E D  362513.3 1380909.2 660 O  19回 5 可
美ケ原 U T G  36 13 21. 4  1380636.0 2030 O  1982 5  可
朝日 A S I  360720.3 137 51 10. 1  860 O  O  1982 4  可
川上 K W I  35 56 25.1 1384028.0 1430 O  O  1982 4  可

※ 全観測点に短周期地震計( 1 H z ) 3成分設置
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図 5.

観測点は，その時々の事情や研究目的によって増減した
り移転したりして今日に至っている( 図 4，表1 ) . 図 5 に
代表的な微小地震の震源分布を示した.

おわりに

統廃合・改組・名称変更なと波澗万丈の歩みであっ
た信越地震観測所も，まもなく創立 30 周年を迎えようと
している. 昨年の兵庫県南部地震から得た多くの教訓を生
かし，今後予想される信越地域の地震活動を注視してL、か
なければならない.

最後に，この 30 年間の歩みの中で観測所の所長・施設
長を勤められた方々と在籍された方々のお名前を記しま
す.

信越地震観測所歴代所長・施設長( 敬称略)
氏名 期間
荻原尊膿 S42. 6. S44. 3.31 北信観測所( 初代)
金森博雄 S44. 4. 

柏崎観測所( 初代)
南雲昭三郎 1. 1  北信観測所及び
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柏崎観測所 f出 馬成 S  61. 4. 1  H  6. 6. 1  信越地震観測所
津村建閉朗 S  54. 1. 1  S  58. 8. 1  北信観測所及び ( 人事掛調査報告より)

柏崎観測所 信越地震観測所( 北信観測所も含む) に在籍された方々
溝上 恵 S  58. 8. 1  S  60. 3.31 北信観測所及び ( 敬祢略)

柏崎観測所 大竹政和 牧 正 木村勝美
溝上 恵 S  60. 4. 1  S  61. 4. 1  信越地震観測所 森川 武 千葉平八郎 { 回帰成


